
スマートシティプラットフォームをベースにした
地域課題解決に向けた各サービス

実証（案）



相乗り

スマートモビリティ実証（案）

高齢者向け限定条件付免許に係る実証を軸に、地方における交通弱者の課題を解決する実証を統合的に推進。

会
津
若
松
駅

市街地 郊外

過疎地・観光地農地

充電設備付き
モビリティ拠点
（Parking）

家

診療所
商店

公民館

限界集落

病院

市役所スーパー

バス

超小型モビリティ
（1~2人乗り+荷物）

オンデマンド型
小型バス（10人乗り）

2
5

限定条件付免許

地域通貨で支払い

￥

実証事業（案）

① 高齢者向け「限定条件付免許」と運転支援
システム付超小型モビリティ導入
• 過疎地の移動弱者対策
• 現在制度検討されている高齢者向け「限定条件付免許」の

先行導入実証（特区）

② 郊外における小型オンデマンドバス導入
• 自動運転化を見越したルートおよびマッチング実証
• ライドシェアも検討（特区）

③ ①、②の自動運転（レベル４）化実証（特区）

④ 観光客を中心に地域のタクシー会社が運営する
ライドシェアマッチングを導入
• 地域のタクシー会社が運営することで地域に還元
• 訪日外国人など自動車がない観光客の利便性を向上
• ライドシェアに関する規制緩和（特区）

③ 全体のMobility as a Service化及び交通領
域における地域スマート決済、スマート高齢者パス
導入
• 超小型モビリティのスマートキーや、限定条件付免許、高齢者

パスとしても機能
• 地域通貨、地域ポイントを連携することで利用を促進し、

移動データのBig data化を図る

3 自動運転化

1

観光地

観光客

マッチング

タクシー会社

手数料

4

スマート決済、スマート高齢者パス5

1

2

3

4

5

h

24
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モビリティ
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国内のキャッシュレス決済比率は19％程度。諸外国（中国55％、韓国54％、米国41％等）に比して大きな遅れ。国内決済環境はクレジット
カード決済基盤に依存しており、手数料によるビジネスモデルが中心となっている。今後、アリババグループ（Alipay）に代表されるようなIDによる
決済、面での事業連携、手数料ビジネスからデータ活用型ビジネスへ変遷していくものと想定される。

国内におけるキャッシュレス環境における現状と今後の方向性

加盟店（大手チェーン店等）

アクワイアラー・イシュアー

国際ブランド
（VISA,MASTER,JCB、など）

国内決済基盤（CAFIS・JCN)

銀行（各個人・事業者口座）

専用デバイス

決済代行

クレジットカード 電子マネー スマホ決済

など

市民・観光客など

決済手段が
多様化、

端末等の対応
コスト負担大

クレジット
カード決済
基盤に依存
⇒加盟店の

手数料負担大
（3～7%)

店舗・公共手続き・教育・交通 etc..

銀行（各個人・事業者口座）など

タブレットや既存POS活用

市民・観光客など

ID決済
※将来的に生体認証等手ぶら決済へ

主に物販中心、
地方中小

規模商店は
対応遅れ

消費・生活
ビッグデータ

新たな決済プレイヤー

マーケティングサービス

IDによる
シンプルな

決済、安価な
端末導入

物販のみならず
生活サービス
全般を面で
事業展開

クレジット
カード決済
基盤に依存

しない
決済連携

⇒手数料負担
を下げ、データ
活用モデルへ

現状の国内キャッシュレス環境 今後のキャッシュレス環境の方向性

連携

キャッシュレス
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地域一体となった新たなID決済によるキャッシュレスネットワークを構築し、物販のみならず市民生活に伴う多様な決済のキャッシュレス化を推進。
利用者の利便性向上を図ると共に、消費ビッグデータ活用による地域のマーケティング強化による地域経済の活性化、企業誘致促進を狙う

地域による面でのキャッシュレスプラットフォーム実証

地域プラットフォーム
（会津若松プラス/VISI+AIZU）

My ID

決済連携GW機能

口座情報認証

既存決済プラットフォーム

マイナンバカード
（公的個人認証）

本人認証
（新規口座開設時）

決済連携
（観光客利用時など）

交通機関

ユーザ
基本属性

趣味趣向購買履歴

行動情報 購買情報

物販・宿泊でQR決済

市民・観光客など
病院や公共施設

自治体・公共機関・教育機関

地銀と連携・決済口座として登録

バスやタクシー利用でQR
決済

地域商店や旅館

公的決済や学費、光熱費
等の支払をQR決済

“MyID（QR）決済による地域一体キャッシュレス化を推進”

地域金融機関

公共施設利用や病院の
会計をQR決済

生活・消費ビッグデータ

データ分析・人材
育成

情報信託機能

New Local finance network
（銀行口座ダイレクト決済仕組み整備。加盟店の手数料を負担を軽減し、

生活・消費データ活用モデルを構築）マーケティングサービス

Fintech対応

ポント還元

地銀口座を活用したダイレクト
ID決済の仕組みの整備

• 会津若松プラスIDと地銀口座情報を
キーとしたID決済の仕組みの整備

• クレジットカード基盤に依存しない仕組み
により加盟店などの手数料負担を軽減

ID決済を活用可能な場所を
面で展開し普及促進

• 物販のみならず交通、公共手続き、病院
会計など市民生活に伴うサービスを面での
キャッシュレス化推進

地域通貨・ポイントによる
地域経済圏のモデル作り

• ふるさと納税のような税金●%還元など
地域のポイントモデルを検討

生活・消費データに基づく
マーケティング

• 決済データ等取得した購買活動データを
活用した事業者向けのマーケティング支援や
個々人に最適化されたサービスの展開

1

1

2
2

3

3

4

4

キャッシュレス
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Connected Industriesの実現に向けた課題
中小規模企業におけるIT化の遅れ

Industry4.0
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会津産業ネットワークフォーラム（ANF)を核とした、ものづくり分野における地域における中小規模企業の面的IT化に取り組み
Connected Industriesの実現を目指す

IT企業群

Control

Tower

Intelligent 
Automation & Control

Digital Safety 
& Energy Mgt.

Advanced 
Technologies

Connected Machines
and Products

Connected 
Operator

Talent Development 
& Learning

3. Operations 
& Control

2: Aut. 
Systems

1: Device 
I/O

& Controls

Industrial

Security

ENGINEERING 
COLLABORATION

Digital Factory

Platform/Data

1

2

3

4

I4.0
Innovations 

1 DIGITAL FOUNDATION

• 中小企業における生産性向上に向け
非競争領域におけるICT基盤の共有化

• 標準MES/MOMの推進

2 DIGITAL MANUFACTURING

• 製造工程におけるデジタル化推進

3 DIGITAL FACTORY

• 機器同士、工場同士の接続による工場
のオートメーション化

DIGITAL ENTERPRISE4

• 企業間連携促進、イノベーションの創出

設計 計画 調達 製造 配送 メンテナンス

Digital Factory

Digital FactoryDigital Factory

Digital Factory

Contract MFG

Digital Factory Digital Factory

Contract MFG

Manufacturing Operations Mgt.

会津地域に根差す製造企業を核とした
70団体以上の企業間連携組織

人材育成・研究開発

ICTオフィスビル500名
規模のICT企業群の集積

ICTオフィスビル

プラットフォーム運営、
技術・人材

Industry4.0会津コネクテッドインダストリー
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AI医療クラーク導入による医療機関で発生するデータの最適化

治療成果・治療体験
の向上/自主的な
予防行動を促進

厚労省がデータヘルスで対象とするデータ 私企業によるサービスを想定

医薬品・サービス
開発への活用

イ
ン
プ
ッ
ト
デ
ー
タ

治
療
へ
の
活
用

予防医療・診療への
活用による医療費削減

病院・医師
製薬企業・医療機器メーカー
ヘルスケアサービス企業 他

病院内で保有するデータ 病院外のデータ

レセプト
処方箋・健診データ

ゲノムデータ
（将来的に保険診療化）

人口動態や
医療圏の特徴 等

生活データ
(行動・食事・運動)

小売データ

消費者データ 行政・地域データ医療関連データ

診察時の情報

レセプトデータ

健診データ

画像等検査
臨床試験データ

投薬履歴

デジタル医療クラーク

RPAによる

自動入力

音声AIによる

自動入力

PHR:自身のデータ流通・オプトインを自身で管理

市民/患者

電カル・DPC

データヘルス：病院内外のデータをセキュアに分散管理・アナリティクス

ヘルスケア
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AI医療クラークにより実現する世界

AIを活用し事務作業を軽減することで、医師が患者に集中して向き合い、本来の診療・治療に注力することが
可能になる。

現状 AI医療クラーク活用による効果

 医師は電子カルテのへの診断結果の入力
に集中し、患者と向き合う余裕がない。

 診断における要チェック項目は本等の紙媒
体で物理的に検索・確認している。

 医師の発話によりAI(音声認識)にて、電子カルテを自動で入力
する。

 医師の問合わせにより、診断における要チェック事項も、AI（音声認
識＋検索）により回答する。

診断

患者 電子カルテ等

問合せ

発話

回答

患者Aさん、前回の
体温は37.5℃です

AI医療クラーク

電子カルテ
DB

記録・検索

対応が
難しい時

回答

インテリジェント
コールセンター

AI

医師 患者 医師

この先生いつも
パソコンばかり眺め

て私の方を
向いてくれない

患者情報を電子
カルテに入力しなけれ
ばいけなく、患者に
割く時間が少ない。

先生が
向き合って
話を聞いて
くれている

患者に向き合う
時間が増え、
事務作業も
楽になった

診断

ヘルスケア
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決済プラットフォームを活用し、デジタルマーケティングプラットフォーム（DMP）を組み合わせたインバウンドサービス連携プラットフォームを整備
し、主要事業者と連携した旅マエ～旅アトまでのワンストップサービスを提供・データを収集。各地域にプラットフォームサービス提供を行い、PR
事業と合わせてインバウンド事業を加速化。インバウンド顧客を地域への流入を促し、地方創生に貢献

デジタルDMO統合プラットフォーム整備

TVCM

新聞・雑誌

イベント・旅行博

友人・知人

ウェブサイト

ウェブ広告

ブログ・SNS

①地域DMO、自治体向け
インバウンド広域サイト機能

地域
A

地域
B

地域
C

・・・

パーソナライズ・リコメンド

スポット・周遊ルート作成、登録

インフラ情報（交通・WiFi等）

プロモーション連携

②旅行手配連携機能
（外部事業者連携）

OTAやメタサーチと
連携

③現地決済ワンストップ
サービス機能

（決済プラットフォーム連携）

ID決済やMaaSプラットフォーム
を活用し地域交通・決済のワン

ストップサービ
スの提供

インバウンドサービス連携デジタルマーケティングプラットフォーム（DMP）

共通ID 属性データ アクセス・動線データ SNS分析

④SNS
分析機能

SNS、口コミ
評価を収集し、
プロモーション・
リピート顧客

フォローアップに
活用

自治体・地域DMO等 地域旅館・商店等

プロモーション事業委託
プラットフォームサービス利用料

決済手数料人材派遣・研修

各事業者

データ分析・提供

認知 興味・関心 選好 旅程手配 訪問・滞在・宿泊 シェア

旅ナカ旅マエ 旅アト

消費・購買データ

国（観光庁・JNTO・復興庁・経済産業省・国土交通省など）

政策支援

コールセンター機能（AI・RPA)

PR事業

観光
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個人に最適な学び

環境に捉われない学びの機会

私教育

塾 関連企業
※教材配信他

小学校

幼稚園・保育園・こども園

中学校

大学

病院・警察・自治体など家庭

学習状況・学力
情報の連携

個々人に合った指導の実現
データの一気通貫管理

つまづき・強み把握

将来の人材の育成と確保

家庭・地域

企業

子ども

コラボレーション創出

大学・社会

ライフタイムDB
※学習、生活、健康、キャリア志向 etc

新しいサービスの創出

小・中学校

保育園 幼稚園

コンテンツ・
知識・知恵の提供

地域セーフティネットの実現

子ども生活データの共有

子どもの生活
学習・健康状況の共有

スマートシティプラット
フォーム

AI IOT
ブロック
チェーン

子どもを起点に様々な機関・団体が連携。子どもの現状や成長に応じて最適なサービスやフォローを受けられる、
地域一体型の教育モデルを形成する。

教育ライフタイムDBを基軸とした教育サービス創出
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デジタルガバメントの推進

市民

各課

健康増進課

QAログ

情報発信・ナビゲーション
双方向コミュニケーション

問い合わせ・相談対応業務
⇒AIやRPAとのハイブリッドモデルを構築し問い合わせ業務負荷を削減

申請・手続き業務
⇒電子での申請・手続きを主体とした業務フローの構築

国保年金課

市民課

紙申請受付 審査・確認 データ入力・出力

窓口

電子
申請

案内

AIやRPAによる自動応答
⇒問い合わせに係る

業務コスト削減、QA蓄積・分析

問い合わ
せ内容
共有

複雑な問
い合わせ
内容への

対応
機械学習

電子申請

申請データ

審査・確認 出力

電子での申請受付から書類発行までの
フローを構築⇒事務コストの削減

段階的に削減・統廃合

その他（紙など）

デジタル
地域ポータル/
マイナポータル

LINEや各アプリ

窓口
デジタルサポート

自動応答

AI・RPA

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
連
携

官民協働によりデジタル・アナログの双方のコミュニケーションチャネルを活用した行政施策を推進。行政の業務効率化

最適化を図りつつ、市民利便性や行政への取り組みの興味・関心を向上させていく。

行政分野
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マイナポータルと地域ポータルの連携（将来イメージ）

デジタルコミュニケーションプラットフォームの利用者属性情報を活用し、利用者に手続き等のお知らせをプッシュで通知。
マイナポータルとAPI連携し行政手続き申請を受付。申請内容を自治体担当課に通知。必要な業務処理を行う。

行政分野



デジタルコミュニケーションプラットフォーム
活用実績例
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行政及び地域の情報やサービスを個人の嗜好や属性に応じて提供する仕組みを整備し、市民等のユーザ登録・利用を推進。ユーザ
の登録情報や行動履歴に応じた行政等のICTを活用したサービス提供やコンテンツ配信のアルゴリズムを随時アップデートし最適化を
実施

デジタルコミュニケーションプラットフォーム ポータル機能（市民向けフロントインタフェース例) 
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ポータルユーザインタフェースにおける基本的な考え方

行政情報・データ等を本プラットフォームと連動させ、市民等の属性情報に応じて必要な行政・地域情報やサービス
をピックアップして提供していくことを目指すもの

※画面はイメージです

施設
利用

イベ
ント

交通

届出・
手続き

育児

イベ
ント

保育
所

育児
保育
所

子ども
健康

イベ
ント

市政 福祉

イベ
ント

年金

イベ
ント

レコメンドエンジン コンテンツ

施設
利用

イベ
ント

交通

届出・
手続き

育児

保育所

子ども
健康

市政

福祉

年金

・・・ ・・・

設定

データ
蓄積

データ
分析

✓ 初期設定は会津若松市
の実績等を踏まえて、弊
社で設定

✓ ユーザのサイト
上での行動
データを蓄積

✓ データを分析し
レコメンド設定
を見直し

パーソナライズ情報配信

利用状況フィードバック

パーソナライズ情報配信

利用状況フィードバック

パーソナライズ情報配信

利用状況フィードバック

利用状況フィードバック

パーソナライズ情報配信

３１
スマホ・タブレット・PC等、様々な
デバイスに対応した見やすいUI

個々人の属性や関心事に応じて
パーソナライズされた情報を提供

ユーザの利用状況データを蓄
積・分析しレコメンドを最適化

２

そのひとにとって必要な地域の
情報を届ける地域の情報ポー
タルサイト

独身成人

産前・産後

子育て世代

シニア世代

※セグメント・レコメンド設定は例です。（今後プロジェクト内で検討・定義予定）

個人の属性等によって
配信される記事が変化
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会津若松市における記事連携イメージ

本文

市HP CSV

記事1
記事2
・
・
・

タイトル

Ｘｘｘ
Ｘｘｘ
・
・
・

市HP 記事ページ

記事生成
(本文・更新判定・

公開期間)

カテゴリ変換

HTMLタグ変換

画像取得＆
URL変換

移行ツール提供機能
プラス記事

データ
取込

データ
取込

（クローリング）

自動
生成

地域事業者

体裁確認
微修正

市民

パーソナルプロファイル

デジタルコミュニケーションプラットフォーム

個人属性
に基づいて

配信

市のHPと並行して運用を行っている。職員の業務負荷を下げるため記事（ｺﾝﾃﾝﾂ）はシステムにてHPから自動連携を実施。

各自治体での
実装方法は別途調整必要

利用者の登録属性情報や閲覧履歴に基づき、個々のニーズに応じた行政や地域ｺﾝﾃﾝﾂを自動配信。各行政施
策の取組通知やサービス提供において利用者への認知度や関心、参加率等を向上させる。

行政・地域情報のパーソナライズ配信

既存CMSとデータ連携を行った場合はデータを構造化して保有できないため再利用性は低くなる点は注意
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民間記事・コンテンツとの連携

地域民間（リオン・ドールチラシ）にて会津若松＋の登録プロモーションを開始。プラス限定特典広告を開始。チラシ
広告との相互リンクにより、ユーザの利用促進

①リオン・ドールチラシにてプラスに係る記事掲載 ②チラシ記事との相互リンク掲載

チラシ広告 プラス限定特典広告

リオン・ドールのチラシはこちら

⇒ チラシ広告の下部にプラス限定
特典広告内容とリンクを掲載

⇒ プラス限定広告にチラシ広告へのリ
ンクを掲載

※3月13日(日)掲載開始 ※3月16日(水)-23日(水)掲載

こちらをクリック
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市役所職員向けに、読み手（市民）目線の記事の作成の仕方について研修を実施。各課からHP情報担当者（合計：約50
名）に参加してもらい、グループワーク、実践演習を実施

行政情報の提供についての職員の意識改革

①職員向け記事作成講義資料（抜粋）

③記事

②職員講義風景

⇒ チラシ広告の下部にプラス限定特
典広告内容とリンクを掲載

写真の掲載や、キャッチ―な記事タイトルを付けるなど工夫がみられ
はじめている
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訪日外国人の嗜好性、国籍に応じた観光情報の提供を行う。地域の観光資源に合わせた周遊ルート作成や地域事業者コンテンツ
の登録などが可能

VISI+AIZU（観光プラットフォーム）

地域の魅力を伝える

深いコンテンツ

ユーザーの国籍にあわせた

観光スポットの出し分け

店舗メニューの明確化・

観光客の生の声の収集

二次交通まで考慮した

ベストな旅行プランの提案
居住地・季節・嗜好に応じたベストな
旅行プランを提案し、難点である二次

交通まで詳細に解説する

買うべき/食べるべきものを明確化し、消
費を促す。メニューは印刷して店舗でも使

用可。感想を集め、改善に活かす

日本慣れした外国人観光客に対して、

他地域との違いを打ち出した

深いコンテンツを提供する

サイトを訪れたユーザーの言語設定を自
動で認識し、国籍にあわせて評価の高い

観光スポットを押し出す
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VISI+AIZU（観光プラットフォーム）

ブログ・SNS YouTube動画

海外Webメディア オンライン広告

デジタルを活用して
プロモーション

≪台湾≫ ≪中国≫ ≪米豪≫

デジタルDMOプラットフォーム

基本属性
Web閲覧

履歴
嗜好性情報

≪台湾≫ ≪中国≫ ≪米豪≫

ユーザの国籍・嗜好性情報に応じて
おすすめスポット情報やルート情報を表示

会津地域へ
の訪問

PR（認知） 興味・関心の醸成 訪問

VISI+AIZU
サイトへ誘導

自然 食
文化
体験

外国人宿泊者数

3.4倍増
（※会津若松市
2015年比）データ分析し

PR施策等に反映

誘客ターゲット国に対してデジタルを活用したPRを実施。広域サイトであるVISI+AIZUへ誘導を図り、ユーザ国籍に応じた情報を
提供し顧客の興味・関心を醸成。

サイトへの訪問者は
10万人/年を維持
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デジタルコミュニケーションプラットフォーム上に、マイナンバーカードによる本人認証・確認の仕組みを実装し、電子上で本人確認がとれ
た利用者に母子健康情報の電子サービス（スマホアプリ、Web）の提供を行う。

マイナンバーカードを活用した母子健康情報サービスの提供※前橋市アプリと連携

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津若松プラス（会津地域スマートシティ推進協議会） 

マイナンバカードによる
本人確認（電子）

サービス
申込者情報
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デジタルコミュニケーションプラットフォーム上のヘルスケア関連アイテム

① スマートウォッチ、睡眠、服薬データ等、モニター自
身の情報が閲覧可能
※表示スペースを考慮し、詳細情報は各アイコン押下で
全画面で閲覧できる仕組みを想定

① セキュリティ面を考慮し、閲覧にはログインが必要
※実証期間中は、モニター以外の市民がログインしても表
該当ツールが表示されないように制限

② 将来的にはデジタルコミュニケーションプラットフォー
ムをポータルを市役所のポータル（玄関口）とし
て、情報共有にかかる統合的なオプトイン管理を
ワンストップサービス、シングルサインオンで実現

③ FAQやお問い合わせ先等のモニター向けのサポー
ト情報を配置し、モニターの利用度向上を図る

機能の特徴

1

2

3

4

2

心拍

歩数

消費カロリー

深い睡眠

浅い睡眠

活動 睡眠
平均 123-66

最高/最低 180-45

10/1610/1510/1410/1310/1210/11

統計情報健康きろく詳細

ヘルスケア

FAQ/お問い合わせ

3

4

1

スマートウォッチ
(Garmin社製)

薬箱センサー
Mononome

センサーベッド

IoTセンサーデバイスから利用者データを取得

IoTヘルスケア実証

IoTヘルスケア実証において、ウェアラブルなどIoTデバイスから利用者データを取得し、医療・健康情報を可視化して提供



AI automatically answers questions 
anytime, 24 hours a day

Chatbot for 
Citizens

“役所への電話問い合わせ” という簡単
なアクションでも、市民は電話の先にいる
人間を想像して小さな不安を感じる。

「この時間帯は電話しても大丈夫
かしら」
「こんな小さなことで電話して迷惑がられ
ないかしら」・・・

そんなストレスなく、いつでも気軽に、どん
な小さなことでも質問できて、すぐに答えて
くれる、市民向けのチャットボットサービス。

Easy&Casual
Communication
市民がより「簡単に」 、「気軽に」使えるUser Experience
✓ 親しみやすいキャラクターとの会話とすることで、

カジュアルかつ簡単なワーディングに
✓ 選択ボタンなどを効果的に利用し、文字入力などの

面倒な操作を最小限に
✓ 市民が日常利用しているLINEを活用し

はじめての煩わしさを解消

マッシュくんは、AIを利用したチャットボットです。
マッシュヘアーの大きな頭には、必死で覚えた問合
せの回答が詰まっています。
左のQRコードから、ご利用いただけます！マッシュくん

応援したくなる
見習い職員AIロボ

2018年2月より会津若松市民向けサービスとして開始

LINE連携によるAIチャットボットサービス（２/２）
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ユーザの問合せに対して、AIを活用し自動回答。将来的には、個人のデータに紐づいた回答を行えるような問合せサービスを目指す。

LINE連携によるAIチャットボットサービス（2/２）

休日・夜間診療にかかる

問合せ対応

ゴミ収集日、分別に

かかる問合せ対応

諸証明書発行に関する

問合せ対応
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LINEを入口として会津若松＋の申請フォームに遷移し、送信された申請データは市側にデータ連携。

LINE連携によるAIチャットボットサービス（デジタルガバメント対応 将来イメージ案)

会津若松＋(プラス)

各種証明書発行申請

氏名

住所

会津 花子

申請書種類

住民票

種別

選んでください

会津若松市○○△△

○○○

会津若松＋(プラス)

証明書発行申請を送信しました。
受付番号は12345678です。
ありがとうございました。

本申請に関しまして会津若松市役所
職員からご登録いただいたお電話番号
にお問合せする場合がございます。

終了する

③会津若松＋の
申請フォームが開く

（LINEブラウザ内）

④送信された申請デー
タは、会津若松＋から
市側にデータ連携。

休日・夜間
診療空いてる？

除雪車は
どこにいるの？

ゴミ出しの疑問
教えて？

相談窓口

？

各種証明書
がほしい

ワクワク系
コンテンツ

LINE画面イメージ

どこで受け取りますか？

市民課窓口

郵送受け取り

各種証明書がほしい

何の証明書が必要ですか？

住民票

郵送受け取り

②トークに反映され
て手続きサービスの

流れが開始

①メニューボタン
を押下
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学校と保護者におけるコミュニケーション強化（学校情報の最適配信）

デジタルコミュニケーション基盤を介し、利用者属性情報に応じてWeb・スマホアプリに子供の学校情報を提供

デジタル
コミュニケーション基盤

教職員

コンテンツ登録・編集

利用者
（ログインあり）

会津若松プラス（ガジェット）

スマホアプリ

会津若松プラス（一般）

管理画面での設定情報
（全体や学年等）及び
保護者の登録した子供
の学校情報等に沿って表
示される

ログインあり

自身に必要な
情報のみ自動で

表示される

自身に必要な
情報のみ自動で

表示される

ログインなし

従来通りすべての
情報を閲覧。但し
自分で情報を取得

利用者
（ログインなし）

管理画面での設定情報
（全体や学年等）に関
わらず公開される

• 登録した情報はすべて一般
にて閲覧可能

• 学年、クラスなどを指定する
ことでスマホアプリ、ガジェット
利用者にはこれらの情報が
優先的にプッシュなどで配
信される

教育コンテンツ管理画面
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データ基盤、コンテンツ登録インタフェースは共通化し、Webやアプリの特性に応じてコンテンツを自動配信。

（オプション）学校情報の配信 Web・アプリ画面イメージ

あいづっこWeb

会津若松プラスログイン前は従来通り
すべての学校の情報を表示・閲覧

あいづっこプラス※スマホアプリ

利用者の設定した学校情報のみ配信
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住所情報を活用したアプリケーションサービス提供（例：除雪ナビ）

• 会津若松市の除雪車GPSデータをリアルタイムで連携し、ユーザーの住所情報を中心とした近隣の除雪車運行情報
の提供サービスを提供。

• その他、市のオープンデータ基盤等と自動連携し、「イベント開催情報」「市内Wi-Fiスポットマップ」「市からの緊急情
報」のガジェットを提供。

除雪車ナビ

広域表示会津若松＋ログイン後の画面

広域更新

除雪車ナビガジェット

ガジェットエリア

「広域」ボタンを
クリック

④コメント
機能

②現在地を表示

③運行履歴を表示

①登録された
ユーザーの住所を

基に表示

除雪データ

除雪車
GPS情報

マップ生成・表示

データ連携 デジタル
コミュニケーション基盤

ID登録
必要
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会津若松＋とMyPostを活用した実証の全体概要は以下の通り。市民は会津若松＋からMyPostを活用して行政からの電子文
書を閲覧・電子文書の保管等を実施⇒将来的に行政文書・通知・手続きをデジタルへ

My Postを利用した公的文書の電子送付

市民

①登録申込

会津
若松市

MyPost
③本人/居住確認

②MyPostの利用申込

④会津若松市
への受取申請

⑦受信通知

⑧文書閲覧

会津若松+ ＆ MyPost

会津若松＋

⑤受取申請承認

⑥電子文書配信

⑨開封通知
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会津若松＋
（DCP)

A
P
I

マ
ネ
ジ
メ

ン
トﾃﾞｰﾀ連携

ﾃﾞｰﾀ連携

中山間地域生活支援システム

インターネット

会津若松市湊地区で提供している生活支援システム（スマートTV）と連携し、スマートTVからの会津若松プラス閲覧用のUIを
提供。今後は双方のプラットフォーム間でのコンテンツ・データ連携を検討

スマートTV連携による高齢者へのデジタル対応


